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○平成１３年４月  文部科学省入省
・初等中等教育局財務課、大臣官房総務課、研究開発局開発企画課、初等中等教育企画課

○平成２３年７月～ 宮城県教育庁教職員課長

○平成２５年７月～ 高等教育局私学部私学行政課課長補佐

○平成２７年３月～ 在タイ日本国大使館一等書記官

○平成３０年３月～ 大臣官房国際課国際戦略企画室長

○平成３１年３月～ 高等教育局国立大学法人支援課企画官

○令和元年９月～   橋本聖子オリパラ担当大臣秘書官

○令和３年２月～ オリパラ組織委員会会長秘書官

○令和３年１０月～ 総合教育政策局教育人材政策課企画官

○令和４年８月～ 総合教育政策局学力調査室長

〇令和６年４月～ 初等中等教育局学校情報基盤・教材課長、学校デジタル化ＰＴリーダー

自己紹介
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1. 令和６年度補正予算及び令和７年度予算（案）の全体像
2. 地方財政措置

3. 通信ネットワークの着実な改善

4. 校務ＤＸの推進

5. 好事例の創出を含む伴走支援の強化

6. 初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドラ
イン(Ver. 2.0)

（参考）文部科学省の伴走支援
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本日の内容



令和６年度補正予算及び
令和７年度予算（案）等の全体像
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ＧＩＧＡスクール構想・学校DXの推進

 G I G A ス ク ー ル 構 想 支 援 体 制 整 備 事 業
学校の通信ネットワーク速度の改善

⇒「当面の推奨帯域」を満たしていない学校は８割。各自治体におけるネットワークア
セスメントの徹底やその結果を受けた通信ネットワークの着実な改善を図る。

 GIGAスクール構想に基づく１人１台端末の利活用は進展しつつあるが、地域や学校間で利活用状況に差が生じている状況であることや、端末利活用の前提とな
る通信ネットワークの改善が課題。 あわせて、教職員の負担軽減等のため、全国的な校務DXの推進も喫緊の課題。
また、１人１台端末やクラウド環境の活用により、子供たちの学びの変革につなげていくとともに、生成AI等の活用に関する実証を進めていくことが重要。

60億円

 令和６年度補正予算額 274億円

次世代校務DX環境の全国的な整備
⇒都道府県域での共同調達・帳票統一を前提に、次世代校務DX環境の整備に係

る初期費用（校務系・学習系のネットワークの統合に係る費用や、校務支援システ
ムのクラウド化に係る費用等）や、その準備に要する費用を支援し、次世代校務DX
環境の全国展開を図る。

＜次世代校務DXとは＞
令和５年３月に文部科学省がとりまとめた「GIGAスクール構想の下での校務DXについて～教職員の働きやすさと教

育活動の一層の高度化を目指して～」に方向性を示している、ロケーションフリーでの校務実施、ダッシュボード上での各
種データの可視化を通じたきめ細やかな学習指導等が可能となる校務DXの在り方。

１人１台端末の着実な更新

GIGAスクール構想第２期におけ

る子供たちの学びを止めない観点

から、各設置者の端末整備計画に

対応し、共同調達スキーム下での

端末更新を着実に実施。

文部科学省

都道府県（基金）

市町村

基金造成経費を交付

補助金交付

206億円

学校DXのための基盤構築
⇒学校DXの課題解決に向けて、教育情報セキュリティポリシーの策定/改定、セキュリ

ティリスクや端末利活用等の専門家への相談、ネットワークの共同調達等の技術的
なコンサルタントに要する経費を支援。

先端技術や教育データの効果的な利活用を推進するた
めの実証事業及び調査研究を実施。

次 世 代 の 学 校 ・ 教 育 現 場
を 見 据 え た 先 端 技 術 ・ 教 育 デ ー タ
の 利 活 用 推 進

５億円

GIGAスクール構想第２期に
おける学校DXを強力に推進

学校DX戦略アドバイザー

リーディングDXスクール事業
⇒指定校における１人１台端末とクラウド環境を学習の基

盤とした個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
に資する好事例を創出し、都道府県等の域内、さらには全
国に、そして校種を超えて展開。

学校DX戦略アドバイザー事業
⇒１人１台端末の利活用等の各種専門家による相談体

制を構築し、学校DXの取組をきめ細かく支援。
相談費用については、GIGAスクール構想支援体制整備

事業において国庫補助。

情報モラル教育推進事業
⇒生成AIやファクトチェック等の諸課題について、授業で活用

できる情報モラルポータルサイトにおける各種コンテンツの充
実や情報モラル教育指導者セミナーを開催。 等

G I G A ス ク ー ル に お け る
学 び の 充 実 事 業 2億円

2億円 生 成 A I の 活 用 を 通 じ た 教 育
課題の解決・教育DXに向けた実証 6億円

2億円

①生成AIパイロット校の指定を通じた利活用事例の創出
②学びの充実など、教育課題の解決に向けた教育分野特
化の生成AIモデル・サービスの実証

③児童生徒の個人情報等重要性の高い情報が適切に
取り扱えるセキュリティ対策下での校務利用の実証

など、生成AIの活用に関する取組を推進。

1億円

令和７年度予算額（案） 274億円
274億円
10億円

3・4
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地方財政措置
 学校のICT環境整備3か年計画

(2025～2027年度)
 デジタル活用推進事業債（仮称）
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● GIGAスクール構想により実現した1人1台端末環境を前提として「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体
的・対話的で深い学び」を実現するために不可欠な学習基盤であるICT環境整備のため、「学校のICT環境整備3か年計画(2025
～2027年度) 」を策定

● 必要な事業費は単年度で1,464億円とし、所要の地方財政措置

•指導者用端末★及び校務用端末
•業務用ディスプレイ
•次世代型校務支援システム 又は
統合型校務支援システム

•「当面の推奨帯域」を満たすなど
必要なネットワークを確保している学校

•無線LAN

：ICT支援員4校に1人配置
：ヘルプデスクの設置

：1人1台整備
：1人1台整備

：100%整備

■学校のネットワーク

■高校生の学習者用端末

■教師の端末等

■学校のニーズに応じたICT支援体制

■教室のICT機器

学校のICT環境整備3か年計画(2025～2027年度)

学校のICT環境整備計画(1,464億円)

※予備機や低所得世帯生徒等への貸与機等

※複数の自治体が共同設置することも考えられる

※実物投影機は、小学校及び特別支援学校に整備

上記のほか、充電装置(充電保管庫・モバイルバッテリ)、児童生徒用端末のセキュリティ対応、学習者支援ツール※についても整備
※各教科等の学習活動に共通で利用可能なツール(例：教師と児童生徒間・児童生徒同士で資料共有や作業の進捗確認ができるツール)や、児童生徒の学校生活を支援するツール(例：児童生徒の心や体調の変化を早期に発見し、

 支援するツール)

※上記に加え、GIGAスクール構想加速化基金を活用した義務教育段階の端末整備(補助率2/3)の地方負担分として単年度373億円を措置

•電子黒板等の大型提示装置★／実物投影機

計画において措置されているICT環境の水準
：100%
：100％整備
：生徒数の3分の１程度

：各普通教室1台
 特別教室用として各学校に６台

【参考】文部科学省が公表している教育DXに係る当面のKPI
●必要なネットワーク速度を確保している学校100%(令和7年度) ●次世代の校務システムを導入済みの自治体100%(令和11年度)
●教職員の働き方改革にも資するロケーションフリーでの校務処理を行っている自治体100%(令和11年度)

※次世代型校務支援システムへ順次移行

※★印の機器については、元利償還金に対する交付税措置があるデジタル活用推進事業債（仮称）の対象



令和6年12月27日 総務省自治財政局
「令和７年度地方財政対策の概要」より



通信ネットワークの着実な改善
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学校のネットワークの現状について
 「当面の推奨帯域」は、同時に全ての授業において、多数の児童生徒が高頻度で端末を活用す

る場合にも、ネットワークを原因とする支障がほぼ生じない水準であり、端末活用の日常化に向けて、
まずは全ての学校が目指すべき水準(ただし、この水準を下回る場合でも授業で全く活用できないと
いうものではない)。

 全校の簡易測定結果と照らし合わせ、一定の仮定の下で推計すると、当面の推奨帯域を満たす
学校は２割程度。

学校規模別の当面の推奨帯域 簡易測定結果

児童生徒数
当面の推奨
帯域(Mbps) 回答学校数(割合) 当面の推奨帯域を

満たす学校数

～６０人 ～１０８ ３，９８５校（１３．２％） ３，２５８校（８１．８％）

６１人～１２０人 １６１～２１６ ３，４５０校（１１．５％） １，４８６校（４３．１％）

１２１人～１８０人 ２７０～３２３ ２，７９８校（ ９．３％） ５２０校（１８．６％）

１８１人～２４５人 ３７７～３９５ ２，７０５校（ ９．０％） ３０６校（１１．３％）

２４６人～３１５人 ４０８～４２２ ２，９０１校（ ９．６％） ２０１校（ ６．９％）

３１６人～３８５人 ４３７～４５３ ２，８１７校（ ９．４％） ２１５校（ ７．６％）

３８６人～４５５人 ４６８～４８２ ２，５１５校（ ８．４％） １３１校（ ５．２％）

４５６人～５６０人 ４９６～５２５ ３，０２３校（１０．１％） １７４校（ ５．８％）

５６１人～７００人 ５３８～５８０ ２，７８５校（ ９．３％） １２７校（ ４．６％）

７０１人～８４０人 ５９４～６３３ １，７２８校（ ５．７％） ５６校（ ３．２％）

８４１人～ ６４７～ １，３８２校（ ４．６％） ２９校（ ２．１％）

合計 ３０，０８９校
６，５０３校
（２１．６％）
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学校のネットワークの改善の必要性

学校内

回線
事業者

課題③ 通信契約の内容が十分なものとなっていない

課題④ 自治体において専門性ある職員の確保が難しく、交渉力が不足

学校 ISP

学校外

課題① 不具合の原因特定が不十分（ネットワークアセスメントが必要）

 GIGAスクール構想が目指す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実には、１人１台端末をつなぐ高速ネットワーク
が不可欠。デジタル教科書の本格導入、全国学力・学習状況調査のCBTへの全面移行は、高速ネットワークが前提。

 しかしながら、学校規模ごとに推奨される１校当たりの速度の目安（「当面の推奨帯域」）を満たす学校は約２割。学校のネット
ワークが遅い・つながりにくいと感じることがあると答えた割合は７割超。この改善が急務。

 文部科学省は、「必要なネットワーク速度を確保済の学校100％（R7年度）」との目標を設定。

現状

学校のネットワークの課題

課題② 校内ネットワークに課題がある

• 学校のネットワークが繋がりにくい原因は、学校内が原因の場合と、学校外が原因の場合に大別されるが、
具体的には様々であり、その特定が改善の前提

• 機器の設定・設置場所に課題がある、機器が最新でない、
相性の悪い機器が組み合わされている等

• インターネットに接続するまでの回線契約が不十分な場合
が多い
※ ９割超の自治体において、学校のインターネット通信費は、家庭

のインターネットと同程度しか措置されていないと推測される。

• ネットワークアセスメントの発注や、通信契約の変更等について事業者と適切に交渉していくためには、ネットワークについての
一定の知識が必要。教育委員会においては、ネットワーク整備に深い知見を有する職員の確保が難しい場合もある。



✓文部科学省は、令和６年４月に同時・多
数・高頻度での端末活用を想定した「当面の
推奨帯域」を策定したが、これを満たす学校は
２割程度にとどまる。

✓端末の日常的な利活用や、デジタル教科書、
CBTの導入が進むなかで、学校において必要な
ネットワーク速度は更に高まる見込みであり、改
善が急務。

✓端末の整備・更新に係る国庫補助要件に
「ネットワーク整備計画の策定」を設定。

G I G A ス ク ー ル 構 想
支 援 体 制 整 備 事 業

学校のネットワーク改善のための支援制度
学校内

回線
事業者

学校
ISP

学校外

イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 費 用 等学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金
（大規模改造（教育内容）事業）

担当：文教施設企画・防災部 施設助成課 担当：初等中等教育局 学校情報基盤・教材課

事業概要

〇校内のネットワーク環境を整備するための

工事に要する費用を国庫補助。

〇国庫補助割合：原則１／３

〇国庫補助対象：１校400万円以上

〇補助対象学校種：幼・小・中・特支

※1 ネットワーク整備と他の大規模改造（教育内容）事業を一体的に
行う場合には、合算して補助対象事業費の下限額を判定。

※2 Wi-Fiアクセスポイントなどについても、施設の構造体と一体不可分
のものとして整備する場合には、補助対象事業費に含むことが可能。

※3 地方負担分については、地方債による財源手当が可能。

①ネットワークアセスメントの実施
②アセスメントの結果を踏まえた応急対
応（機器の入れ替えや設定変更等）

に係る費用を国庫補助。
〇国庫補助割合：１／３
〇国庫補助対象：
①１校100万円 ②１校240万円

〇補助対象学校種：小・中・特支・高

ネットワーク整備の必要性

✓ネットワークアセスメント実施済の学校：
100％（令和7年度まで）

✓必要なネットワーク速度を確保済の学校：
100％（令和7年度まで）

教育DXに係る政府KPI（抜粋）

「教育のICT化に向けた環境整備計
画」に基づき、毎年度地方財政措置。事業概要

令和６年度補正予算等（新規）



（１）学校の通信ネットワーク速度の改善
①ネットワークアセスメントの実施、②アセスメントの結果を踏まえたネットワーク環境の改善に係る初期費用（機器
の入れ替えや設定変更等）を支援。これにより、学校の通信ネットワークの改善を図る。

※ ネットワークアセスメント・・・学校内外のネットワーク構成要素を評価し、課題の把握・原因箇所の特定を行うこと。
※ ②支援対象はネットワークアセスメント実施済学校に限る。

（２）次世代校務DX環境の全国的な整備
 ① 都道府県域での共同調達を前提とした次世代校務DX環境の整備支援

都道府県域での共同調達・帳票統一を前提に、自治体の次世代校務DX環境整備に係る初期費用（校務系・学
習系のネットワークの統合に係る費用や、校務支援システムのクラウド化に係る費用等）を支援。

 ② 都道府県域での次世代校務DX環境整備に向けた準備支援
都道府県域での共同調達を前提に次世代校務DX環境整備を行う際に必要となる帳票統一・ネットワーク環境等に

関する都道府県域内の実態調査、ロードマップの策定、RFP作成等の各種プロセスを支援。

（３）学校DXのための基盤構築
教育情報セキュリティポリシーの策定/改定支援、セキュリティリスクアセスメントや端末利活用等の専門家による支

援、ネットワークの共同調達の支援等、学校DXに向けた技術的なコンサルタントに要する経費を支援。

GIGAスクール構想支援体制整備事業

〇１人１台端末の日常的な利活用や、デジタル教科書、CBTの導入が進むなかで、文部科学省は   
令和６年４月に同時・多数・高頻度での端末活用を想定した「当面の推奨帯域」を設定。

〇一方、この推奨帯域を満たしていない学校は８割となっている。今後、ネットワークアセスメントの徹底や
その結果を受けた通信ネットワークの着実な改善を図る必要。

〇また、学校における働き方改革や学習系・校務系データの連携、大規模災害等発生時のレジリエンス
確保を実現する、クラウド環境・アクセス制御型のセキュリティ対策を前提とした次世代校務DX環境の整
備、教育データ利活用の基盤となる情報セキュリティ対策、教職員のICTリテラシーの向上など、GIGAス
クール構想第２期を強力に推進するための基盤整備が急務。

現状・課題

事業内容

（担当：初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

ネットワークアセスメント
実 施 状 況

実施
41.0％未実施

59.0％

（令和５年度）

事業主体：都道府県、市町村
補助割合等：３分の１
予算単価（事業費ベース）：
(1)：①：1,000千円/校 ②：2,400千円/校
(2)：①：6,800千円/校 ②：50,000千円/都道府県
(3)：200千円/校

＜ネットワーク・アセスメントのイメージ＞

＜次世代校務DXとは＞
令和５年３月に文部科学省がとりまとめた「GIGAスクール構想の下での校務

DXについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～」に
方向性を示している、ロケーションフリーでの校務実施、ダッシュボード上での各種
データの可視化を通じたきめ細やかな学習指導等が可能となる校務DXの在り方。

GIGAスクール構想第２期の基盤整備を強力に推進

補 助 率 等

当 面 の 推 奨 帯 域 を
満たしていない学校の割合

満たしていない
78.4％

満たしている
21.6％

（令和５年度）

令和６年度補正予算額 60 億円

令和7年度予算額（案） ５億円
（新規）



（１）学校の通信ネットワーク速度の改善

GIGAスクール構想支援体制整備事業

①：ネットワークアセスメントの実施
 ＜補助対象となる取組＞

・専門的知識を有する者又は事業者等に委託し、ネットワークアセスメントを実施すること。

 ＜補助基準額＞
・ネットワークアセスメントの実施校１校当たり1,000千円

②：ネットワークアセスメントの結果を踏まえたネットワーク環境の改善
 ＜補助対象となる取組＞

・ネットワーク環境の改善に係る初期費用（機器の入替えや設定変更等）
※支援対象はネットワークアセスメント実施済学校に限る。

 ＜補助基準額＞
 ・ネットワークアセスメントの結果を踏まえたネットワーク環境の改善を図る１学校当たり2,400千円

補助対象となる取組等



● GIGAスクール構想により実現した1人1台端末環境を前提として「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体
的・対話的で深い学び」を実現するために不可欠な学習基盤であるICT環境整備のため、「学校のICT環境整備3か年計画(2025
～2027年度) 」を策定

● 必要な事業費は単年度で1,464億円とし、所要の地方財政措置

•指導者用端末★及び校務用端末
•業務用ディスプレイ
•次世代型校務支援システム 又は
統合型校務支援システム

•「当面の推奨帯域」を満たすなど
必要なネットワークを確保している学校

•無線LAN

：ICT支援員4校に1人配置
：ヘルプデスクの設置

：1人1台整備
：1人1台整備

：100%整備

■学校のネットワーク

■高校生の学習者用端末

■教師の端末等

■学校のニーズに応じたICT支援体制

■教室のICT機器

学校のICT環境整備3か年計画(2025～2027年度)

学校のICT環境整備計画(1,464億円)

※予備機や低所得世帯生徒等への貸与機等

※複数の自治体が共同設置することも考えられる

※実物投影機は、小学校及び特別支援学校に整備

上記のほか、充電装置(充電保管庫・モバイルバッテリ)、児童生徒用端末のセキュリティ対応、学習者支援ツール※についても整備
※各教科等の学習活動に共通で利用可能なツール(例：教師と児童生徒間・児童生徒同士で資料共有や作業の進捗確認ができるツール)や、児童生徒の学校生活を支援するツール(例：児童生徒の心や体調の変化を早期に発見し、

 支援するツール)

※上記に加え、GIGAスクール構想加速化基金を活用した義務教育段階の端末整備(補助率2/3)の地方負担分として単年度373億円を措置

•電子黒板等の大型提示装置★／実物投影機

計画において措置されているICT環境の水準
：100%
：100％整備
：生徒数の3分の１程度

：各普通教室1台
 特別教室用として各学校に６台

【参考】文部科学省が公表している教育DXに係る当面のKPI
●必要なネットワーク速度を確保している学校100%(令和7年度) ●次世代の校務システムを導入済みの自治体100%(令和11年度)
●教職員の働き方改革にも資するロケーションフリーでの校務処理を行っている自治体100%(令和11年度)

※次世代型校務支援システムへ順次移行

※★印の機器については、元利償還金に対する交付税措置があるデジタル活用推進事業債（仮称）の対象



学校ネットワーク自治体ピッチ

日時

令和７年２月１７日（月） １０時～１７時（予定）

プログラム

（午前）
・行政説明（文部科学省、デジタル庁、総務省）

（午後）
・光回線サービスのライブ配信によるプレゼン（13社登壇予定）
・オンデマンド配信も実施（17社登壇予定）

（その他）
・教育DXサービスマップに通信分野を追加した新ページを同日に公開

※プログラムは予定であり、変更となる可能性があります。

目的

教育委員会等が各学校のニーズに見合った通信サービスを選択する際に、それぞれ
の地域で提供される通信サービスが見える化されることで、よりよいサービスの導
入に寄与。



校務DXの推進
 次世代型校務支援システム
 今すぐできる校務DX（チェックリスト）

4
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校務支援システムの現状と課題

市町村教育委員会ごとにシステムが大きく異なり、教
師の人事異動時の負担大
教育委員会がそれぞれに校務支援システムのカスタマ

イズを行うため、必要以上にカスタマイズ費用がかかっ
ている
教育委員会や学校に物理的に設置されたサーバーを

使用している（クラウド化されていない）ため、校務処
理の多くが職員室に限定
校務系ネットワークと学習系ネットワークが分離されて

いるために学習系情報との連携が困難
校務支援システムが災害対策が不十分な自前サーバ

で稼働しており、大規模災害により業務の継続性が
損なわれる危険性が高い

課題

現状

統合型校務支援システムの整備率は91.2%であり、
学校における成績処理や帳票作成等の校務において
利活用が進む



18

次世代校務DXについて

 ロケーションフリーな働き方
 校務系と学習系のシステム間の容易なデータ連携
 ダッシュボード機能を用いたデータの可視化による学校経営

等の高度化
 システムのクラウド化による大規模災害等発生時の業務継続

性確保

校務系・学習系ネットワークの統合
校務支援システムのクラウド化
データ連携基盤（ダッシュボード）の創出 等

次世代校務DXとは

次世代校務DXの効果

 次世代型校務支援システムを導入済みの公立小中学校設置者の割合：6.1％
 校務支援システムのクラウド化や校務系・学習系ネットワークの統合コスト等の初期費用が負担。
 校務DXを含めた教育DXの推進にあたっては学校のネットワーク環境の充実が前提。

次世代型校務支援システムの導入に向けた課題
（出典）文部科学省「GIGAスクール構想の下での校務
DXチェックリスト〔速報値〕」（令和６年12月）

次世代の校務DX環境のイメージ



校務系データと学習系データの連携により、児童生徒の状況を一覧化

校務系データ 学習系データ
出典：文部科学省「新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業(エビデンスに基づいた
学校教育の改善に向けた実証事業)」、総務省「スマートスクール・プラットフォーム実証事業」合同
成果報告会 大阪市発表資料を基に文科省にて加工



Kagoshima City Board of Education
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各データは、学習eポータルのダッシュボード機能で表示
アラート機能で通知

画面は、学校全体のダッシュボード

出典：教育データの利活用に関する有識者会議(第22回)配付資料【資料3-1】
木田委員提出資料（教育データの利活用に関する鹿児島市の取組）

ダッシュボード上に日々の学習系データを可視化し児童生徒の状況を一目で把握



（１）学校の通信ネットワーク速度の改善
①ネットワークアセスメントの実施、②アセスメントの結果を踏まえたネットワーク環境の改善に係る初期費用（機器
の入れ替えや設定変更等）を支援。これにより、学校の通信ネットワークの改善を図る。

※ ネットワークアセスメント・・・学校内外のネットワーク構成要素を評価し、課題の把握・原因箇所の特定を行うこと。
※ ②支援対象はネットワークアセスメント実施済学校に限る。

（２）次世代校務DX環境の全国的な整備
 ① 都道府県域での共同調達を前提とした次世代校務DX環境の整備支援

都道府県域での共同調達・帳票統一を前提に、自治体の次世代校務DX環境整備に係る初期費用（校務系・学
習系のネットワークの統合に係る費用や、校務支援システムのクラウド化に係る費用等）を支援。

 ② 都道府県域での次世代校務DX環境整備に向けた準備支援
都道府県域での共同調達を前提に次世代校務DX環境整備を行う際に必要となる帳票統一・ネットワーク環境等に

関する都道府県域内の実態調査、ロードマップの策定、RFP作成等の各種プロセスを支援。

（３）学校DXのための基盤構築
教育情報セキュリティポリシーの策定/改定支援、セキュリティリスクアセスメントや端末利活用等の専門家による支

援、ネットワークの共同調達の支援等、学校DXに向けた技術的なコンサルタントに要する経費を支援。

GIGAスクール構想支援体制整備事業

〇１人１台端末の日常的な利活用や、デジタル教科書、CBTの導入が進むなかで、文部科学省は   
令和６年４月に同時・多数・高頻度での端末活用を想定した「当面の推奨帯域」を設定。

〇一方、この推奨帯域を満たしていない学校は８割となっている。今後、ネットワークアセスメントの徹底や
その結果を受けた通信ネットワークの着実な改善を図る必要。

〇また、学校における働き方改革や学習系・校務系データの連携、大規模災害等発生時のレジリエンス
確保を実現する、クラウド環境・アクセス制御型のセキュリティ対策を前提とした次世代校務DX環境の整
備、教育データ利活用の基盤となる情報セキュリティ対策、教職員のICTリテラシーの向上など、GIGAス
クール構想第２期を強力に推進するための基盤整備が急務。

現状・課題

事業内容

（担当：初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

ネットワークアセスメント
実 施 状 況

実施
41.0％未実施

59.0％

（令和５年度）

事業主体：都道府県、市町村
補助割合等：３分の１
予算単価（事業費ベース）：
(1)：①：1,000千円/校 ②：2,400千円/校
(2)：①：6,800千円/校 ②：50,000千円/都道府県
(3)：200千円/校

＜ネットワーク・アセスメントのイメージ＞

＜次世代校務DXとは＞
令和５年３月に文部科学省がとりまとめた「GIGAスクール構想の下での校務

DXについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～」に
方向性を示している、ロケーションフリーでの校務実施、ダッシュボード上での各種
データの可視化を通じたきめ細やかな学習指導等が可能となる校務DXの在り方。

GIGAスクール構想第２期の基盤整備を強力に推進

補 助 率 等

当 面 の 推 奨 帯 域 を
満たしていない学校の割合

満たしていない
78.4％

満たしている
21.6％

（令和５年度）

令和６年度補正予算額 60 億円

令和7年度予算額（案） ５億円
（新規）

R7.1.31まで募集中



（２）次世代校務DX環境の全国的な整備

GIGAスクール構想支援体制整備事業

①：都道府県域での共同調達を前提とした次世代校務DX環境の整備支援
 ＜補助対象となる取組＞

・次世代校務DX環境の整備（強固なアクセス制御に基づくセキュリティ対策、ネットワーク統合、クラウド
対応の校務支援システム整備）に関して、事業者に委託して実施する環境構築や既存環境の設定変
更に要する初期費用

 ＜補助基準額＞
・実施主体当たり 6,800千円×（実施主体が実施する取組の対象に含まれる学校数）

②：都道府県域での次世代校務DX環境整備に向けた準備支援
 ＜補助対象となる取組＞

・次世代校務DX環境の整備の実施を都道府県内で行うに当たって必要な準備（帳票統一・ネット
ワーク環境等に関する都道府県域内の実態調査、ロードマップの策定、RFP作成等）に要する費用

 ＜補助基準額＞
 ・都道府県当たり 50,000千円

補助対象となる取組等

R7.1.31まで募集中



今すぐできる校務DX（チェックリスト）
文部科学省は令和５年度に、校務DXを推進する際に取り組むことが望ましい項目を整理した「GIGAス

クール構想の下での校務DXチェックリスト」を作成。
これに基づく自己点検を公立小中学校及びその設置者に依頼し、その結果を令和６年３月に公表。
前回の自己点検から約１年が経過したことから、本チェックリストに基づく取組状況のフォローアップを実施。



GIGAスクール構想の下での校務DX化チェックリスト（受けとめと今後）

１．令和５年度からの進捗
令和５年度の自己点検時と比較して、

学校においては
• 児童生徒の欠席・遅刻・早退連絡について、クラウドサービスを用い、PC・モバイル端末等から受

け付け、集計
• 学校から保護者へ発信するお便り・配布物をクラウドサービスを用いて一斉配信

学校設置者においては
• 教育委員会主催の研修アンケート等をクラウドサービスを用いて実施・集計
• 校務支援システムの導入又は次期更改において、次世代型校務支援システムの導入を検討

といった項目で、「完全にデジタル化している」又は「一部している（半分以上）」（もしくはこれらに相当
する選択肢）の 回答割合が大幅に増加。

２．教職員の働き方の改善に対する効果実感
各項目について一定以上取り組んでいる学校に対して、教職員の働き方の改善に効果があったと思う

かどうかを尋ねたところ、
• 児童生徒の欠席・遅刻・早退連絡について、クラウドサービスを用い、PC・モバイル端末等から受

け付け、集計
• 保護者への調査・アンケート等をクラウドサービスを用いて実施・集計

といった項目について効果実感が高かった。また、
• 保護者から学校への提出資料をクラウドサービスを用い、受け付け
• 保護者との日程調整をクラウドサービスを用いて実施

といった項目は、一定以上取り組んでいる学校の割合は比較的低いものの、取り組んだ学校において
は教職員の働き方の改善に対する効果実感が高かった。

校務DXチェックリスト 自己点検結果のポイント
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38.0%

6.6%

47.3%

33.0%

42.8%

20.2%

34.0%

34.9%

19.9%

15.6%

12.3%

12.5%

8.4%

79.5%

70.8%

45.4%

9.3%

22.6%

10.6%

38.6%

24.8%

27.9%

36.1%

30.1%

39.6%

38.0%

43.4%

37.9%

41.7%

4.7%

40.7%

30.4%

37.3%

15.4%

28.0%

19.8%

10.4%

9.0%

8.6%

8.1%

5.5%

72.1%

63.9%

① 児童生徒の欠席・遅刻・早退連絡について、
クラウドサービスを用い、PC・モバイル端末等
から受け付け、学校内で集計していますか。

② 学校から保護者へ発信するお便り・配布物を
クラウドサービスを用いて一斉配信しています
か。

③ 保護者への調査・アンケート等をクラウドサー
ビスを用いて実施・集計していますか。

④ 児童生徒への調査・アンケート等をクラウド
サービスを用いて実施・集計していますか。

⑤ 職員会議等の資料をクラウド上で共有しペー
パーレス化していますか。

⑥ 教職員への調査・アンケート等をクラウドサー
ビスを用いて実施・集計していますか。

⑦ 業務時間外の保護者からの問い合わせや連
絡事項について、クラウドサービスを用い、
PC・モバイル端末等から受け付ける体制を整
えていますか。

⑧ 長期休暇期間（夏休み等）の教職員の動
静調査をクラウドサービスを用いて実施・管理
していますか。

令和5年度と比較して特に取組が進んだ項目（学校）
令和５年度 令和６年度

完全にデジタ
ル

化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満

）

全くして
いない

全くして
いない

一部している
（半分未満）

完全にデジタ
ル

化している

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満

）

一部している
（半分未満）

整えていない

+17.1P

+16.0P

+9.3P

+9.2P

+9.2P

+8.9P

+7.4P

+6.9P

一部している
（半分未満）

一部している
（半分以上

）

全くして
いない

一部している
（半分未満）

一部している
（半分以上

）

完全にデジタル
化している

全くして
いない

一部している
（半分以上

）

完全にペーパ
ーレス化してい

る

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上

）

全くし
て

いない

整えている

用いている 用いていない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満

）

全くして
いない

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満）

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

完全にデジタ
ル

化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満）

全くして
いない

完全にペーパ
ーレス化してい

る

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満

）

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上

）

一部している
（半分未満）

全くし
て

いない

整えていない整えている

用いている 用いていない

伸び

※チェックリストの各項目において「完全にデジタル化している」又は「一部している（半分以上）」（もしくはこれらに相当する選択肢）と回答した学校の割合が、令和５年度と比較して6.0ポイント以上伸びた項目を抽出。なお
、「『FAXの利用が例外的に必要と考えられる業務』以外の日常の業務にFAXを使用していますか。」については、令和５年度と令和６年度で項目内容が異なるため除いている。



13.4%

3.1%

1.6%

46.7%

65.6%

25.1%

11.6%

19.6%

29.9%

48.3%

41.7%

31.6%

37.0%

37.1%

53.3%

34.4%

17.0%

6.1%

2.4%

53.6%

71.8%

32.1%

18.6%

27.6%

25.9%

53.6%

43.2%

24.9%

21.6%

26.8%

46.4%

28.2%

① 教育委員会主催の研修アンケート等をクラウ
ドサービスを用いて実施・集計していますか。

② 校務支援システムの導入又は次期更改におい
て、ネットワーク統合と汎用クラウドツールの活
用を前提とした、パブリッククラウド上で運用
できる次世代型校務支援システムの導入を検
討していますか。

③ 学校との各種事務手続きをペーパーレス化し
ていますか。

④ 教育委員会主催の研修で端末利用・持ち込
みを基本とし、クラウドサービスを活用していま
すか。

⑤ 教育委員会に学校と同様のクラウド環境を整
備していますか。

令和5年度と比較して特に取組が進んだ項目（学校設置者）

令和５年度 令和６年度

導入時期は未定
だが検討している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満

）

全くして
いない

検討して
いない

導入済み

完全にペーパ
ー

レス化している

活用している 活用していない

全くして
いない

一部している
（半分未満）

具体的な導入時期
を設定している

整備されていない整備されている

完全にデジタ
ル

化している

一部している
（半分以上）

整備されている 整備されていない

活用している 活用していない

全くして
いない

一部している
（半分未満）

一部している
（半分以上）

完全にペーパ
ー

レス化している

具体的な導入時期
を設定している

導入済み

導入時期は未定
だが検討している

検討して
いない

全くして
いない

完全にデジタル
化している

一部している
（半分以上）

一部している
（半分未満

）
+10.6P

+10.0P

+8.8P

+6.9P

+6.2P

※チェックリストの各項目において「完全にデジタル化している」又は「一部している（半分以上）」（もしくはこれらに相当する選択肢）と回答した学校設置者の割合が、令和５年度と比較して6.0ポイント以上伸びた項目を抽出。

伸び



52.4%

51.3%

48.2%

46.9%

46.4%

45.3%

47.1%

50.0%

51.5%

49.7%

① 児童生徒の欠席・遅刻・早退連絡につい
て、クラウドサービスを用い、PC・モバイル
端末等から受け付け、学校内で集計して
いますか。

75.5%

② 保護者への調査・アンケート等をクラ
ウドサービスを用いて実施・集計して
いますか。 60.6%

③ 保護者から学校への提出資料をクラ
ウドサービスを用い、受け付けていま
すか。 13.5%

④ 教職員への調査・アンケート等をクラ
ウドサービスを用いて実施・集計して
いますか。 66.5%

⑤ 校務支援システムへ新入学児童生徒
の名簿情報について、手入力せずに
済むことによって効果があったと思い
ますか。

64.7%

とてもそう思う そう思う

 チェックリストの各項目について一定以上取り組んでいると回答した学校に対して、教職員の働き方の改善に効果があったと思う
かどうかを尋ねたところ、効果実感が特に高かった項目については以下のとおり。

 これから取組を進めたいが何から着手したらいいのかわからない場合には、まずは以下の項目から取組を進めてみてください。
一定以上取り組んでいる
と回答した学校の割合

教職員の働き方の改善に対する効果実感が特に高かった項目（学校）



 一定以上取り組んでいる学校の割合は比較的低いものの、取り組んだ学校においては教職員の働き方の改善に対する効果実
感が高かった項目は以下のとおり。

 これらの項目について未実施の学校においては、取り組むことがより効果的であると考えられるため、ぜひ取り組んでみてください。
 各項目に実際に取り組んでいる学校等の事例もまとめているので、参考にしてください。

48.2%
46.0%
42.8%
41.0%
40.7%

50.0%
51.3%
55.8%
56.2%
55.7%

①保護者から学校への提出資料をク
ラウドサービスを用い、受け付けて
いますか。

13.5%

②保護者との日程調整をクラウド
サービスを用いて行っていますか。 12.7%

③教職員が作成した教材等をクラウ
ド上で共有し活用していますか。 39.7%

④「初等中等教育段階における生成AIの
利用に関する暫定的なガイドライン」に基
づき生成AIを校務で活用していますか。 2.6%

⑤学校内外の行事日程、施設や特別教室
の利用予約等について、クラウドサービス
を使って共有し、いつでも確認できるよう
にしていますか。

31.9%

とてもそう思う そう思う一定以上取り組んでいる
と回答した学校の割合

取り組んでいる学校の割合は比較的低いものの
教職員の働き方の改善に対する効果実感が高かった項目









ある職員室の風景。行事はディスプレイに

（宮城教育大学附属小学校）



校務DXの取組が進まない要因（学校）
取組の実施について学校内で検討する時間がない 42.6%
教育委員会により環境面（ツール・セキュリティ等）が整備さ
れていない 33.7%

環境面・ルールは問題ないがICT活用に対して不安がある 29.6%
環境面・ルールは問題ないがICT活用が苦手・ICT活用に否
定的な教職員が多い 23.4%

取組の実施について何から着手したらいいのかわからない 23.1%
取組の実施について学校内に検討する人材がいない 22.0%
環境面は整備されているが教育委員会によりルールが整備され
ていない 13.1%

取組の実施について教育委員会によるルールで禁止されている 10.1%
取組の実施について学校独自のルールで禁止している 4.2%
その他 11.6%
取組が進んでいない項目はない 5.9%

※学校に対し、すべてのチェックリストの項目について、取組が進まない要因を尋ねたもの。複数回答のため、総和は100％とはならない。



（学校）
「FAXの利用が例外的に必要と考えられる業務」以外の
日常の業務にFAXを使用している場合、
FAXのやりとりの相手を教えてください。

（学校）
業務で押印が必要な書類がある場合、
その書類を教えてください。

※割合は「FAXの利用が例外的に必要と考えられる業務」以外の日常の業務にFAXを使用して
いると回答した学校に対するもの（複数回答）。 「その他」以外の10％以上の回答を抽出。

※割合は押印が必要な書類があると回答した学校に対するもの（複数回答）。

 民間事業者 ：68.5%
 自校以外の学校 ：46.0％
 教育委員会 ：42.7%
 役所・役場 ：30.5%
 給食センター ：26.7%
 PTA関連組織 ：17.8％
 教科等の研究団体 ：14.9%
 中体連 ：10.1%

 通知表（52.2％）
 各種参加・同意・承諾に関する書類（63.8％）

（修学旅行・宿泊学習・部活動大会参加 等）

 各種調査に関する書類（39.8％）
        （進路希望調査・健康調査・児童環境調査 等）
 各種申請書（76.4％）
        （端末借用申請・携帯電話持ち込み申請・学校施設利用申請・

就学援助申請・口座振替申請・スクールバス申請 等）

学校におけるFAX利用・押印の状況

4.1%

12.9%

95.9%

87.1%

22.9%

7.3%

77.1%

92.7%

「FAXの利用が例外的に必要と考えられ
る業務」以外の日常の業務にFAXを使
用していますか。
※(R5)業務にFAXを使用していますか。

業務で押印が必要な書類はありますか。
※(R5)保護者・外部とのやりとりで押印・署名が必要な書類はあり
ますか。

令和５年度

使用していない 使用している使用していない 使用している

あるない ない ある

令和６年度
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学校での入力は必要ない 18.7%
デジタルデータを処理して入力している 46.0%
デジタルデータを参照し、手入力している 10.0%
紙のデータを参照し、手入力している 19.8%
校務支援システムを導入していない 4.2%
その他 1.4%

（学校）
校務支援システムへ新入学児童生徒の名簿情報を登録する際の主な入力方法を教えてください。

校務支援システム上で提供している 18.1%
デジタルデータで処理可能な
電子ファイルで提供している 63.6%

デジタルデータで処理不可の
電子ファイルで提供している 5.0%

紙で提供している 34.2%
該当する業務を行っていない 2.4%

デジタルデータで処理不可の電子ファイル又
は紙での提供が必要な理由（n=613）

 外字に対応する必要があるため：33.3％
 慣例であるため：45.4％
 その他：21.4％

 名簿情報を管理するシステムと校務支援シス
テムが連携していないため

 名簿情報をデジタルデータで処理可能な形式
で出力できないため

 セキュリティ対策（個人情報保護も含む）の
ため 等

※複数回答のため、総和は100%とならない
（学校設置者）

新入学児童生徒の名簿情報の学校への提供方法を教えてください。

※複数回答

学校における児童生徒の名簿情報の入力の状況

学校で何らかの作業が発生



１．標準的なGIGAスクール環境・汎用クラウドツールの一層の活用
チェックリストの大多数の項目は、標準的なGIGAスクール環境（児童生徒１人１台端末、教

師１人１台端末、クラウド環境）の徹底的な活用により実行可能。取組が進んでいない学校の
課題把握及び伴走支援の徹底、教育委員会自身の取組の見直しを。

２．学校が校務DXに取り組むための環境面・ルールの整備
教師１人１台端末及びクラウド環境は校務DXに取り組むために必要な基盤。十分に整ってい

ない場合には、早急に整備を。特に、最低限必要な基盤として、学校における適切なネットワーク
環境の整備は不可欠。

 また、教育現場の実態に即して適切にルールを整備するとともに、端末や機能の利用を硬直的
に制限している場合には、必要性について改めて見直しを。

３．次世代校務DX環境の整備、教育情報セキュリティポリシーの策定
令和６年度補正予算等で計上している事業も活用しながら、次世代校務DX環境の整備又は

整備に向けた検討の加速を。
また、令和６年度補正予算等で計上している事業も活用しながら、学校・教育委員会の実態を

踏まえ、速やかに教育情報セキュリティポリシーの策定を。

GIGAスクール構想の下での校務DX化チェックリスト（受けとめと今後）【概要】「GIGAスクール構想の下での校務DXチェックリスト」に基づく
自己点検のフォローアップの実施結果（速報値）について（通知）

令和６年12月26日



校務DXの取組に関するダッシュボード



好事例の創出を含む伴走支援の強化

5



GIGAスクールにおける学びの充実

GIGAスクール構想の下、１人１台端末の更新やネットワークの高速化は各自治体において進められているが、その活用状況については自治体間で格差が生じつ
つある。今後、全ての学校においてICTを日常的に活用し、ICT環境を基盤として、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を進めることや新たな技術に
も対応した情報モラルを含む情報活用能力を育成することが課題である。

・１人１台端末の利活用等の各種専門家による相談体制を構築
・自治体等の課題解決に向けて支援

＜課題例＞
・端末を活用した、新たな指導方法のあり方
・端末を活用した子供の学びのあり方
・先生にも保護者にも、安心できる持ち帰りのあり方
・学校での校務DXに向けた取組のあり方
・自治体におけるネットワーク構成のあり方
・生成AIを授業に活かす活用のあり方

※令和６年度学校DX戦略アドバイザー人数 163人
※相談に係る経費は、「GIGAスクール構想支援体制整備事業」において支援

〇GIGAスクール構想の加速化事業（伴走支援強化・事例創出）

・指定校における１人１台端末及び高速ネットワーク（クラウド環境）を基
盤とした個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に資する好事例
の創出

・様々な事例を全国の学校に普及・展開
・情報活用能力の育成等ICT活用の意義を伝える研修の実施
＜指定校＞ 全国で100箇所程度

指定校の取組メニュー（例）
・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
・インターネット上の動画教材の活用、外部専門家による
オンライン授業の実施

・端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等
・校務の徹底的な効率化や対話的・協働的な職員会議・
教員研修

〇情報モラル教育推進事業
普段から意識すべきことや直面する諸課題（生成AI、
ファクトチェックなど）について、児童生徒が自分で考え、
解決できる力を身に付けることを目指し、授業で活用で
きる情報モラルポータルサイトにおける各種コンテンツの充
実や情報モラル教育指導者セミナーを開催。

〇児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究
情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成した
りしていくために必要な「情報活用能力」を児童生徒（小５、中２、高２）がどの程度身に付けて
いるかを定期的に測定し、施策の改善等に活用。

学校DX戦略アドバイザー リーディングDXスクール 令和６年度補正予算額 ２億円

（担当：初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

現状・課題

事業内容 事業実施期間 平成２７年～

令和７年度
●調査報告書の作成と調査結果の公表
●次回の調査に向けた新規調査問題開発

令和５年度
●予備調査

令和６年度
●本調査

令和7年度予算額（案） ２億円
（前年度予算額 ３億円）

令和６年補正予算額 ２億円

R7.２月下旬ごろ公募を予定



GIGA環境下での典型的な授業風景
様々な学習形態が同時に進行（複線化）
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文部科学省委託事業

学校DX戦略アドバイザー事業
令和７年度からの取扱い

学校DX アドバイザー事業 検索
https://ictadvisor.mext.go.jp/

学校DX戦略アドバイザー
事務局

自治体
（学校）

謝金・旅費の支払

アドバイザーの紹介・
日程調整

学校DX戦略
アドバイザー

事務局の整備

委嘱・日程調整

「GIGAスクール構想支援体制整備事業」（３）
学校DXのための基盤構築メニューにおいて
国庫補助 1/3 (令和６年度補正予算)

補助金の申請

文部科学省 補助金の交付

問い合わせ等



（１）学校の通信ネットワーク速度の改善
①ネットワークアセスメントの実施、②アセスメントの結果を踏まえたネットワーク環境の改善に係る初期費用（機器
の入れ替えや設定変更等）を支援。これにより、学校の通信ネットワークの改善を図る。

※ ネットワークアセスメント・・・学校内外のネットワーク構成要素を評価し、課題の把握・原因箇所の特定を行うこと。
※ ②支援対象はネットワークアセスメント実施済学校に限る。

（２）次世代校務DX環境の全国的な整備
 ① 都道府県域での共同調達を前提とした次世代校務DX環境の整備支援

都道府県域での共同調達・帳票統一を前提に、自治体の次世代校務DX環境整備に係る初期費用（校務系・学
習系のネットワークの統合に係る費用や、校務支援システムのクラウド化に係る費用等）を支援。

 ② 都道府県域での次世代校務DX環境整備に向けた準備支援
都道府県域での共同調達を前提に次世代校務DX環境整備を行う際に必要となる帳票統一・ネットワーク環境等に

関する都道府県域内の実態調査、ロードマップの策定、RFP作成等の各種プロセスを支援。

（３）学校DXのための基盤構築
教育情報セキュリティポリシーの策定/改定支援、セキュリティリスクアセスメントや端末利活用等の専門家による支

援、ネットワークの共同調達の支援等、学校DXに向けた技術的なコンサルタントに要する経費を支援。

GIGAスクール構想支援体制整備事業

〇１人１台端末の日常的な利活用や、デジタル教科書、CBTの導入が進むなかで、文部科学省は   
令和６年４月に同時・多数・高頻度での端末活用を想定した「当面の推奨帯域」を設定。

〇一方、この推奨帯域を満たしていない学校は８割となっている。今後、ネットワークアセスメントの徹底や
その結果を受けた通信ネットワークの着実な改善を図る必要。

〇また、学校における働き方改革や学習系・校務系データの連携、大規模災害等発生時のレジリエンス
確保を実現する、クラウド環境・アクセス制御型のセキュリティ対策を前提とした次世代校務DX環境の整
備、教育データ利活用の基盤となる情報セキュリティ対策、教職員のICTリテラシーの向上など、GIGAス
クール構想第２期を強力に推進するための基盤整備が急務。

現状・課題

事業内容

（担当：初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

ネットワークアセスメント
実 施 状 況

実施
41.0％未実施

59.0％

（令和５年度）

事業主体：都道府県、市町村
補助割合等：３分の１
予算単価（事業費ベース）：
(1)：①：1,000千円/校 ②：2,400千円/校
(2)：①：6,800千円/校 ②：50,000千円/都道府県
(3)：200千円/校

＜ネットワーク・アセスメントのイメージ＞

＜次世代校務DXとは＞
令和５年３月に文部科学省がとりまとめた「GIGAスクール構想の下での校務

DXについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～」に
方向性を示している、ロケーションフリーでの校務実施、ダッシュボード上での各種
データの可視化を通じたきめ細やかな学習指導等が可能となる校務DXの在り方。

GIGAスクール構想第２期の基盤整備を強力に推進

補 助 率 等

当 面 の 推 奨 帯 域 を
満たしていない学校の割合

満たしていない
78.4％

満たしている
21.6％

（令和５年度）

令和６年度補正予算額 60 億円

令和7年度予算額（案） ５億円
（新規）



（３）学校DXのための基盤構築

GIGAスクール構想支援体制整備事業

＜補助対象となる取組＞
専門的知識を有する者（事業者等）に委託して行う以下の取組 

・学校のシステム基盤全般の最適化 
・学校におけるネットワークの構築・更改・改善（計画・仕様・見積・調達（共同調達含む）） 
・小・中・高等学校等における端末の日常的な活用（ＩＣＴ活用指導力向上に向けた教員への支援） 
・端末を含めた学校のＩＣＴ活用支援（校務の効率化、端末活用、デジタル教科書活用等） 
・高等学校情報科の指導内容・指導体制の充実支援 
・校務支援（校務ＤＸの見直しに係るアセスメント）やデータ連携支援 
・学校教育情報化推進計画や各種教育ＤＸビジョンの策定・更改 
・教育ＤＸの推進体制／組織体制の見直し 
・教育情報セキュリティポリシーの策定・改定、セキュリティリスクアセスメント支援 
・学校におけるクラウド活用・ＩＤ活用（条件整備の前段階の相談経費） 
・その他学校ＤＸのための基盤構築のために必要な取組  等

 ＜補助基準額＞
・取組を実施する際の対象となる学校の１校当たり200千円

補助対象となる取組等

学校DX戦略アドバイザー
への相談費用（旅費や謝
金等）も補助対象です。
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初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン(Ver.2.0)

教職員や教育委員会等の学校教育関係者を主たる読み手として、学校現場における生成AIの適切な利活用を実現
するための参考資料となるよう、生成AIの概要や基本的な考え方、場面や主体に応じて押さえておくべきポイントをまとめた
もの。令和5年7月に暫定的なガイドライン(Ver.1.0)を公表し、令和6年12月にガイドライン(Ver.2.0)へと改訂。

ガイドラインの構成

⓪ はじめに（本ガイドラインの位置づけ及び構成）

-1 人間中心の生成AIの利活用
-2 情報活用能力の育成強化

ガイドライン参考資料

場面や主体に
応じて具体的な
ポイントを整理

政府全体の議論
に合わせて内容や
考え方を整理

● 児童生徒が学習活動で利活用する場面

① 生成 AI について
② 基本的な考え方

③ 学校現場において押さえておくべきポイント

● 教育委員会が押さえておくべきポイント

● 教職員が校務で利活用する場面

● 生成AIパイロット校における先行取組事例
● 学校現場で活用可能な研修教材 等

● 各場面や主体に応じたチェック項目

令和6年12月26日にVer.2.0公表



参考資料編

初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン(Ver. 2.0)【概要】

教職員や教育委員会等の学校教育関係者を主たる読み手として、学校現場における生成AIの適切な利活用を実現するための
参考資料となるよう、生成AIの概要や基本的な考え方、場面や主体に応じて押さえておくべきポイントをまとめたもの。

２．基本的な考え方

１．生成AIについて ３．学校現場において押さえておくべきポイント

生成AIの概要
 生成AIとは、文章、画像、プログラム等を生成で

きるAIモデルにもとづくAIの総称
 汎用的なサービスだけでなく、様々な提供形態・

提供主体が出現し、教育分野にも導入
 様々なリスクの存在が指摘される一方で、技術的

な対策も進展

人間中心の
利活用

 生成AIを有用な道具になり得るものと捉え、出力
を参考の一つとして、リスクや懸念を踏まえた上で、
最後は人間が判断し、責任を持つことが重要

 学習指導要領に定める資質・能力の育成に寄与
するか、教育活動の目的を達成する観点から
効果的であるかを吟味した上で利活用

 学びの専門職としての教師の役割が一層重要

情報活用能力
の育成強化

 生成AIの仕組みの理解、学びに生かしていく視点、
近い将来生成AIを使いこなすための力を、各教
科等の中において意識的に育てていく姿勢は重要

 生成AIが社会生活に組み込まれていくことを念頭
に、情報モラルを含む情報活用能力の育成を一
層充実させていくことが必要

教職員が校務で
利活用する場面

 校務において利活用することで、校務の効率化や質の向上等、
働き方改革につなげていくことが期待される

 教職員自身が新たな技術に慣れ親しみ、利便性や懸念点を知っ
ておくことは、児童生徒の学びをより高度化する観点からも重要

 生成AIの仕組みや特徴を理解した上で、生成された内容の適切
性を判断できる範囲内で積極的に利活用することは有用

児童生徒が
学習活動で

利活用する場面

 発達の段階や情報活用能力の育成状況に留意しつつ、リスクや
懸念に対策を講じた上で利活用を検討すべき。その際、学習指導
要領に定める資質・能力の育成に寄与するか、教育活動の目的を
達成する観点から効果的であるかを吟味することが必要

 「生成AI自体を学ぶ場面」、「使い方を学ぶ場面」、「各教科等の
学びにおいて積極的に用いる場面」を組み合わせたり往還したりし
ながら、生成AIの仕組みへの理解や学びに生かす力を高める

教育委員会等が
押さえておくべき

ポイント

 教育委員会が主導して制度設計や方向性を示すことが重要
 各学校の実態を十分に踏まえた柔軟な対応を講じることが必要で

あり、一律に禁止・義務付けるなどの硬直的な運用は望ましくない
 先行事例や教材・ノウハウの周知・共有、研修の実施により、生成

AIの適切な利活用を推進する環境を整備することが必要

共通して押さえて
おくべきポイント

 安全性を考慮した適正利用
 情報セキュリティの確保
 個人情報・プライバシー

著作権の保護

 公平性の確保
 透明性の確保、

関係者への説明責任

 各場面や主体に応じたチェック項目、生成AIパイロット校における先行取組事例、学校現場において活用可能な研修教材 等



生成AIの活用を通じた教育課題の解決・教育DXの加速

１. 教育分野での利活用の検討

現状・課題

• 令和５年度から生成AIパイロット校を指定。生成AIを教育・校務で活用する実践例は、学校現場から生まれつつある。
• 子供の学びの充実や教職員の負担軽減に向けて、①パイロット校以外の国内事例の収集、②生成AIの活用に伴うリスクへの

対応（例：ガイドラインの遵守、セキュアな環境下での活用）を考慮した先進的な取組、③教育分野に特化した生成AIモデ
ル・サービスに関する実証等を多面的に進め、その成果・課題を検証しながら成果の普及を図ることが必要。

骨太方針2024（R6.6.21 閣議決定）
第２章３.（１）DX （教育DX）
こどもたちの学びの更なる充実と教職員の負
担軽減に向け、国策として推進するGIGAス
クール構想を中心に、クラウド環境や生成AI
の活用等による教育DXを加速する。

２. 生成AIの利活用に関する実証研究

a.) 生成AIパイロット校の指定を通じた利活用事例の創出

b.) セキュアな環境における生成AIの校務利用の実証研究事業 【R6年度補正予算額２億円】

c.) 学びの充実など教育課題の解決に向けた教育分野特化の生成AIの実証研究事業 【R6年度補正予算額４億円】

事業スキーム

教育分野における生成AIの利活用に関するハッ
カソンやアイデアソンを実施し、学校等における利活
用について好事例収集を行う。

a. 生成AI利活用に向けた事例収集等

学校現場における生成AIの利活用等の実態調
査を実施。イベントやパイロット校での実践例も踏
まえ、好事例や留意点を普及させるための事例集
の作成を行う。

b. 学校現場における利活用等の実態調査、
事例集の作成

生成AIの利活用の在り方について、有識者検討
会議を運営し、実践事例を基にした成果・課題の
検証、リスクや懸念の対処を含む利活用の在り方
について検討を行う。

c. 生成AIの利活用に関する検討会議の運営

生成AIの利活用の実証を学校単位で進める指定校を支援。
①教育利用：教科等横断的かつ学年横断的に活用する申請校を優先採択
②校務利用：活用する業務や活用方法を「見える化」し、他校と組織的に情報共有する申請
校を優先支援

事業
概要

• 年間指導計画やカリキュラムに体系的に位置付けて行われる取組事例の創出
• 汎用基盤モデルを活用した、校務での利活用事例の創出、学校間の事例共有

想定
成果

教職員の働き方改革の観点では、繁忙期を含む１年間を通しての生成AIの活用や教育委員
会が主導する校務での生成AIの活用を促進する必要がある。適切なセキュリティ対策の下で個
人情報等重要性の高い情報を取り扱える生成AIの利用環境において、ダッシュボード等のツール
との連携の検討も含め、校務で生成AIを活用する実証研究を行う。

事業
概要

• セキュアな環境における実践例を創出し、全国レベルで校務における生成AIの活用を推進
• 生成AIを含む教育現場でのICT活用の実態に応じた「教育情報セキュリティポリシーに関する

ガイドライン」の見直しを実施
想定
成果

多言語対応が必要な外国にルーツを持つ子供・保護者への対応、一人一人に合った個別最
適な学習の提供など、教育分野の特定の課題に対し生成AIを活用した課題解決の可能性を
検証する実証研究を行う。

事業
概要

• 既存の対応方法よりも効率的かつ効果的な生成AIモデル・サービスの創出
• 特定の教育課題に対応した生成AIの活用方法をバックキャストし、生成AIの活用方法や

課題解決の可能性を整理

想定
成果

事業スキーム

大学・企業等 自治体での実証

事業スキーム

民間企業 自治体での実証

企業等

事業スキーム

民間企業 自治体

委託 再委託

委託

委託

委託

ハッカソンやアイデアソンの実施：40百万円
実態調査・事例集作成：44百万円
検討会議の運営：９百万円

（担当：初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

令和7年度予算額（案） ２億円
（新規）

令和６年度補正予算額 ６億円

R7.4~5月頃公募予定



文部科学省の伴走支援

（参考）



GIGA StuDX 推進チーム

 全国から12名の教師を配置し、
地域別、教科別、OS別に担当

 担当地域の教育委員会等と協働の
ためのネットワークを構築し、緊密に
やり取りをしながら、教育委員会・学
校等の協働・自走を支援

 学校現場の悩みや課題などを汲み
取り、文部科学省の政策に反映

 事務局は、初等中等教育局学校デ
ジタル化プロジェクトチーム、初等
中等教育企画課、教育課程課、学
校情報基盤・教材課

ネットワークの構築

GIGA StuDX 推進チームの活動

教育委員会等と緊密
なやり取りを行い、
全国の教育現場の最
新の状況を把握、整
理・分析しながら支援

オンラインを活用した
協働
全国の教育委員会等の
担当者向けオンライン連
絡会議の実施や市町村
の担当者向けオンライン
相談会に対する開催支
援等

StuDX Styleからの
情報発信
特設ホームページ
「StuDX Style」で｢すぐ
にでも｣｢どの教科でも｣
｢誰でも｣活かせる活用
事例や教科等のICT活
用事例を随時掲載

メールマガジンの配信
「GIGA StuDXメールマ
ガジン」として、教職員や
教育委員会のICT担当
者等に事例や各地の取
組等の最新情報を定期
配信
（R6.3現在 約28,700部）

文部科学省において、GIGAスクール構想が整備から活用のフェーズへと移行する中、1人1台端末、通信ネットワーク等
の学校ICT環境を活用し、全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実など
教育の質の向上を推進するため、令和2年12月に 「GIGA StuDX※ 推進チーム」 を設置し、全国の教育委員会・
学校等に対して、ICTを活用した学習指導等の支援活動を展開しています。

（注）「GIGA StuDX」とは、GIGAスクール構想の浸透による学びのDX（デジタル トランスフォーメーション）と学校の教育活動におけるICT利活用の促進のためのExchange（情報交換）を掛け合わせた造語です。

令和６年４月現在
「 GIGA StuDX 推進チーム 」 による活動について

ギ ガ  スタディーエックス



GIGA StuDX
推進チーム とは？

全国各地から配置された1２名の教師がチームとなり、特設ウェブサイト
「StuDX Style」からの情報発信や、メルマガの配信、教育委員会や
学校現場の悩みや課題などに応じた研修等の伴走支援を行っています。

「

令和2年12月に文部科学省に設置された 「GIGA StuDX 推進チーム」 では、教育委員会や学校現場の悩みや課題の
解決に向けた伴走支援として、対面/オンラインでの研修をお手伝いしています。

研修のお手伝い をします！

通称 ギガスタチーム

対面で オンラインで

GIGAスクール構想の趣旨説明
今、求められる教育についての説明
授業等における活用例紹介
校務や研修等における活用例紹介
クラウドを活用した演習
最新の参考情報等の紹介 など

1

2

3

4

5

6

研修メニュー例

GIGA StuDX
ギガ スタディーエックス

推進チーム 」 が

ICT活用に関する最新情報が満載の特設サイト

はこちらから！

「1人1シート」を相互参照

個別最適な学びと
協働的な学びの

実現とは？
全国各地の

授業等における
活用事例を

教えてほしい！

クラウドを
活用した演習を
お願いしたい！

教育委員会主催の先生方や
指 導 主 事 向 け の 研 修 や 、
GIGAスクール構想に関連する
協議会等における情報提供
など、全国の自治体から依頼
をいただいています！

※校内研修のお手伝いもできますので、
お気軽にご相談ください。

豊富な研修実績！
令和６年３月現在

R5 研修実績 

研修のご依頼は
電話、メールまたは

右の相談フォームで！

130 回！
●都道府県 61回
●市区町村 44回

●学校 13回
●その他 12回

ご相談に応じて
対応します！

文部科学省初等中等教育局 GIGA StuDX推進チーム
お問合せ先

03-5253-4111（内線4039）TEL

相談フォーム

gigastudx@mext.go.jpE-mail

https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://www.mext.go.jp/studxstyle/special/30.html
mailto:gigastudx@mext.go.jp
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://www.mext.go.jp/studxstyle/special/30.html


特設ウェブサイト 「StuDX Style」 について

GIGAに慣れる活用事例

特設ウェブサイト 「StuDX Style」 では、1人1台端末の更なる利活用の促進に向けて、全国の学校や自治体から提供いた
だいた端末の活用方法に関する優良事例等を数多く紹介しています。

具体的には、①活用のはじめの一歩となる「慣れる」「つながる」活用事例 ②各教科等での活用事例 ③STEAM教育等の教
科等横断的な学習での事例があります。

「つながる」活用事例

各教科等での活用事例
各教科等の指導における1人1台端末の活用事例について

小学校・中学校・高等学校の各教科等のポイントや、各教
科等の特質を踏まえた活用事例を紹介しています。

STEAM教育等の教科等横断的な学習の取組事例
各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かし

ていくための教科等横断的な学習を推進している自治体や
学校の取組事例を紹介しています。

スタディーエックス スタイル

StuDX Style ウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/ （令和６年４月）

「教師と子供がつながる」「子
供同士がつながる」「学校と家庭がつなが
る」「職員同士でつながる」について、授業
等での活用のヒントが欲しい先生に向けての
活用事例を紹介しています。

学習環境づくり等の取り組みや
すい事例や、パスワード指導やルールづくり
等の適切で安全な端末活用の事例などを中心
に、1人1台端末の活用に取り組み始める先
生方へのヒントとして紹介しています。

各OS事業者との連携 特集ページ

各OS事業者
と連携し、
StuDX Styleの
事例の使い方な
どを紹介してい
ます。

StuDX Styleを
活用したミニ研修プラン
や、先進的に取り組んで
いる自治体の研修情報や
コンテンツ情報などを紹
介しています。

https://www.mext.go.jp/studxstyle/


子供

教師

家庭 家庭1日の流れ

StuDX Style掲載の事例から考えられる学校や家庭における１人１台端末を活用した１日の流れの一例

児童・生徒の健
康状態・欠席等
の把握

朝学習 授業 一日の
振り返り授業授業 ・・・ 授業

１－⑨ １－⑨

５ー⑤ ４－③

３－②

２－③３－①

"すぐにでも" "どの教科でも" "誰でも"活かせる1人1台端末の活用シーン（例）

授業の導入で
ひな形学習カード配信

３－①

取組状況をすばやく
把握して個別サポート

２－③

授業研究会における
クラウド活用

５－⑦

職員会議の
ペーパーレス化

５－②

個人懇談日程の
希望調査をオンライン化

４－③

朝の検温等の健
康状態の把握

連絡帳を書こう

２－⑦

家庭学習カードの
オンライン化

２－①

振り返り活動のDX

３－④

オンラインで学校の外と
つながろう

３－⑩

短時間の積み重ねで
スキルアップ

１－⑥

スピーチ練習に音声認識

１－⑰

付箋操作のオンライン化

３－②

隙間の時間を利用して
タイピング力UP

１－⑭

学級通信を通した
家庭との情報共有

４－②欠席・遅刻等の
連絡

欠席連絡をデジタル化

４－⑥

部活動連絡の
オンライン化

２－⑨

下校登校

・・・ ・・・

※各事例をクリックするとStuDX Styleの事例ページにアクセスできます。 この他の事例はこちら URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/

https://www.mext.go.jp/studxstyle/school-home/6.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/1.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/school-home/2.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/teacher-student/9.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/school-home/4.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/4.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/5.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/7.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/teacher-student/2.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/teacher-student/7.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/6.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/7.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/6.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/teacher-student/4.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/teachers/3.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/teachers/1.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/


StuDX Style掲載の事例から考えられる学校での１人１台端末を活用した１コマの授業の流れ

「1コマの授業の流れ」を意識した1人1台端末の活用シーン（例）

終末導入 展開

めあて

教師がプレゼンテーション
ソフトで作成した学習カー
ドのひな型を配信

ICT端末について、授業における活用シーンに着目して整理すると、特定の教科や単元の内容に関わらず、汎用的かつ日常的に
活用することができます。児童生徒が日常的にICT端末を活用することで、情報活用能力の育成にもつながります。

ペア・グループ

個人
まとめ 振り返り

メールを受信したらプレゼ
ンテーションソフトを開き、
めあてや学習内容を確認

デジタル付箋に思い付く
言葉をたくさん書き出す

付箋を並び替えて
仲間分け

グループごとに名前を付
けて情報を整理

教師が「学習のまとめ」用
のプレゼンテーションのひ
な型を配信

隣の児童生徒とペアに
なって共同編集

完成後はグループをつくり
他の考えを見合う

デジタルホワイトボード
ソフトに自分の考えを
入力

クラス全員と効率的に
考えを共有

他の児童生徒の考え
に触れる中で、自らの
考えを深めたり広げた
りする

アンケート機能を活用し
振り返りの記述を提出

全員の回答が瞬時に
共有

教師による即時評価

あくまで一例であり、単元や題材のまとまりの中で、各教科等の特質を踏まえて１コマを位置づけることも重要です。

https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/1.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/13.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/9.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/8.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/students/6.html


文部科学省では、STEAMの各分野が複雑に関係する現代社会に生きる市民、新たな価値を創造し社会の創り
手となる人材として必要な資質・能力の育成に向け、各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かし
ていくための教科等横断的な学習を推進しています。

「STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進」について
ス テ ィ ー ム

STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進：
https://www.mext.go.jp/studxstyle/index3.html

STEAM教育
等の教科等

横断的な学習

https://www.mext.go.jp/studxstyle/index3.html


StuDX Styleへのアクセス先：https://www.mext.go.jp/studxstyle/special/2.html



文部科学省では、GIGAスクール構想の下での学習指導における１人1台端末の活用について、情報を求める
全ての人々に広くタイムリーに情報提供を図るための「GIGA StuDXメールマガジン」を配信しています。

学校はもとより教職員１人１人の皆様からのご登録も可能です。既に相当数の教職員の皆様からご登録いた
だいています。

「 GIGA StuDX メールマガジン」 の配信について
ギ ガ ス タ デ ィ ー エ ッ ク ス

配信予定内容：StuDX Styleの最新情報、活用事例や対応事例 等

登録方法
STEP１「文部科学省 メルマガ」で検索

STEP２ GIGA StuDXメールマガジンの
「新規登録」をクリック

STEP
３

必要事項を入力し「次へ」の後、
「登録する」をクリック

ＱＲコードを読み取り、
文部科学省のサイトから
必要事項を入力の上、
登録をお願いします。

登録方法２
（ウェブサイトから登録する）

（ＱＲコードから登録する）
登録方法１

配信内容



文部科学省YouTube／mextchannel

https://www.youtube.com/watch?v=sXsqAIUEpTU
https://www.youtube.com/watch?v=Tb7ioQRr53Q
https://www.youtube.com/watch?v=Cln7FgEfOOE


〇

高等学校情報科特設ページ

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm
文部科学省初等中等教育局学校デジタル化プロジェクトチーム

外部人材の円滑な活用や運用ができるよう、予算や人
材の手配、授業の準備・実施、活用の改善等に関する
内容を紹介しています。資料もダウンロードいただけます。

□ 情報関係人材の活用促進にむけた指導モデ    
ル及びカリキュラムの手引き

□ 免許保持教員による複数校指導の手引き

高等学校情報科に関する情報を随時お届けします！

学習指導要領 生徒用
コンテンツ実践事例

関係リンク集外部人材の活用体制の工夫 通知・事務連絡

学習支援コンテンツポータルサイト
（子供の学び応援サイト）

授業担当者が活用できる授業解説動画等
（ダウンロード可）を掲載。

 

□ 高等学校学習指導要領
□ 高等学校学習指導要領

 解説
□ 「指導と評価の一体化」の

ための学習評価に関する
参考資料

（国立教育政策研究所）

共通教科情
報科の指導の
充実に向けた

通知等を掲載しています。
高校情報科に関するチラシ
もこちらからダウンロードいただ
けますので、情報教育の推
進にお役立てください。

高校 情報科 検索

高等学校情報科
に関する内容が

随時更新！指導の
充実に活用
できます！

通知・事務連絡等

登録はコチラ

GIGAメル
マガでも、情報
科に関する情報

を入手でき
ます！

 情報処理学会 
MOOC教材

 も無料公開！

2023.6.

実践事例授業・研修用
コンテンツ

情報Ⅰの実践事例を紹介！

高校情報科
メルマガ！

好評配信中！

登録はコチラ

情報Ⅰ「授業動画」掲載！

学習支援コンテンツも紹介！
情報Ⅰ、情報Ⅱを学ぶ参考となる、動画教材、プロ
グラミングの体験コンテンツ、データサイエンスの詳しい
解説等を紹介しています。

授業解説動画
 コンテンツをまとめた
 サイトを新しく開設！

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm






スタート！令和５年春！
Eテレ金曜日10:00-10:20(隔週)

放送中
番組HPでいつでもどこでもチェック！

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/jouhou1/

高校生も先生も、誰もが待っていた情報教育番組誕生！

高校生の悩みを解決するゲームを創ろう！with野田クリスタル
高校生の悩みと、それを解決するゲームのアイデアを大募集。

その中から、野田クリスタルが「創ってみたい」と思う内容を、自らのゲーム愛を語
りつつ実際にプログラミング。Pythonを学びたいという野田さんと一緒に、プログ
ラミングをイチから学び、楽しいゲームを自作できるようになろう～という1分ほど
のミニコーナー。（監修：ゲームクリエイター廣瀬豪）

出演： 野田クリスタル(マヂカルラブリー)
村上(マヂカルラブリー)
正源司陽子(日向坂４６四期生）

文科省教科調査官が全面協力

毎回のミッションは高校生に切実な問題ばかり。チームを組んで、試行錯誤しな
がら解決することで、高校生たちは「情報のチカラ」を身に付けていく。始まっ
たばかりの「情報Ⅰ」の学び方、教え方を、楽しく分かりやすく伝えています。

切実な“ミッション”を
高校生は解決できるのか!??



第１回 情報活用能力としての情報モラル教育をどう進めるか
～生成AIや闇バイトなどの新しい情報技術やリスクとの向きあい方～

第２回 偽情報や犯罪被害につながる情報を怪しいと判断できる力の育成
～闇バイトの実態紹介と授業事例～

第３回 ニセ・誤情報の実態とファクトチェックの仕方
～生成AI等の新たなサービスに適切に対応できるようにするために～

第４回 家庭と連携した情報モラル教育をどう進めるか
～AI時代における家庭での情報モラル・ファクトチェック～

・自他の権利を尊重し、ICT端末等を適切に扱う責任を児童生徒が自覚できるよう指導を充実
・課題に対処するために児童生徒が自分で考え、解決できるように指導を工夫

情報活用能力（情報モラルを含む）を、言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け
情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度

・情報発信による他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこと
・犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できること
・コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解すること
・将来の新たな機器やサービス、あるいは危険の出現にも適切に対応できるようにすること など

情報モラル教育推進事業

これまでに27本の動画を作成（R5は4本追加） 
「NHK for school」「経済産業省 STEAM 
Library」などの動画も掲載
R5年度はファクトチェックをテーマ

https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html

・総参加者数
2,855名

・アーカイブ視聴数
6,490回

活用場面ごとに様々な問題に取り組める
動画・写真・イラストで，実践的 に学べる
学びを振り返り、日常に活かせる

１ 情報モラルポータルサイト

（１）動画コンテンツ・啓発資料
児童生徒、教員、保護者を対象とした情報モラルに関するコンテンツをまとめたサイト

【問題 画面】

タブレットを初めて使う
インターネットを活用する

情報を発信する

オンラインで交流する

作品を作る

健康に気を付けて使う

マナーを守って使う

SNSなどを使う

【動画カテゴリー】

【動画教材】

２ 情報モラル教育指導者セミナー
教員等を対象の実践等を含めた
オンラインセミナー・アーカイブ動画を配信

【啓発資料】

【結果発表 画面】

情報モラル学習サイト～スマホ・タブレット
やネットを上手に活用できるかな？～   
https://www.mext.go.jp/moral/

（２）問題コンテンツ
情報の拡散に関して考える（中学対象）
検索した情報の真偽を考える（小学高学年）
動画内の情報の真偽を考える（小学低学年）
生成AIの上手な活用を探究的に考える（高校）

（３）授業実践・事例コンテンツ

（４）他省庁のリンク等
情報モラル教育関連サイトの情報を掲載

 （文化庁・内閣府・警察庁・消費者庁・総務省・法務省）

令和６年度予算額 ０．５億円
（令和５年度予算額 ０．５億円）

【令和５年度実績】

https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html
https://www.mext.go.jp/moral/


情報モラルポータルサイト https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html

（１）動画コンテンツ・啓発資料

（２）問題コンテンツ

「情報モラル学習サイト
～スマホ・タブレットやネットを上手に活用できるかな？～」   
https://www.mext.go.jp/moral/

（３）授業実践・活用事例コンテンツ

https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html


情報モラルe-learning コンテンツ一覧 （令和５年時点）
情報モラルに関する喫緊の課題に幅広く対応しており，文部科学省がこれまで作成した教材と関連しています。子供たちのスマホ・タブレットやネッ
トの活用場面に応じて学習することが可能です。各コンテンツには，推奨学年を設定しています（小1～小4，小5～中１，中2～高3など）。

■教員の皆様に活用いただく方法
「情報モラルe-learningコンテンツ」は，子供たちが家庭学習などにおいて，情報モラルについて自ら学習する際に役立てることを想定し，制作しております。
1コンテンツの学習時間は約5～10分となっており，いつでもどこでも，パソコン・タブレット・スマートフォンなどから学習が可能です。
本コンテンツは，授業の中などで活用いただくことも可能です。情報モラルに関する授業の導入・まとめの場面や，予習・復習において活用いただくのと合わせて，
コンテンツを学習してみてどのように感じたか，子供たち同士で話し合う機会や，先生から説明する機会を設けることで，より深い学びに繋がります。
文部科学省が作成した，動画教材や手引書（下記ホームページ参照）と合わせて，是非ご活用ください。
※「情報モラル教育の充実」 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416322.htm

学習用タブレットを上手に使う

動画教材19
小1～小4

タブレットを初めて使う インターネットを活用する 情報を発信する オンラインで交流する 作品を作る 健康に気を付けて使うマナーを守って使う SNSなどを使う

学習用タブレットを学習活動に使う パスワードを管理する 大切な情報を守る 個人情報について考える

ネット交流について考える ネット詐欺について考える SNSを上手に使う SNSでどう伝えるか考える 写真や動画を上手に使う

情報の公開について考える SNSの影響を考える 相手のことを思いやる 上手にコミュニケーションをとる SNSで知り合った人とやりとりする

立場の違う相手を思いやる 著作物を上手に扱う 使いすぎについて考える 利用マナーについて考える ゲーム依存について考える

ネット依存について考える 健康に気を付けて使う SNSなどを使う SNSなどを使う SNSなどを使う

動画教材11
小5～中1

動画教材12
中2～高3

動画教材3
小5～中1

動画教材21
小5～中1

動画教材5
小5～中1

動画教材9
小5～中1

動画教材20
小5～中1

動画教材6
中2～高3

動画教材4
中2～高3

動画教材8
中2～高3

動画教材7
小5～中1

動画教材13
小5～中1

動画教材15
小5～中1

動画教材10
中2～高3

動画教材14
中2～高3

動画教材16
小1～小4

動画教材17
小1～小4

動画教材1
小5～中1

動画教材18
小5～中1

動画教材2
中2～高3

小学校低学年 小学校高学年
・中学生 高校生小1～高3
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